
公益財団法人 書壇院　〒105-0001　東京都港区虎ノ門5-5-1-101  TEL 03(6721)5701 FAX 03(6721)5702

幼　児・小学生
中学生・高校生

 のための書道誌
 

令和７年
（2025年）

（学生書壇）

公益財団法人　書壇院

は
、昔
か
ら
の
書
壇
院
の
マ
ー
ク
で
す
。中
の
鳥
は
鵞
鳥
で
す
。書
聖
王

羲
之
が
、鵞
鳥
を
と
て
も
愛
し
た
事
に
由
来
し
ま
す
。

公益財団法人書壇院は、書道の研究、教育、普及によって、書道芸術を通し、人格を高めることを目指しています。

昭
和
二
十
五
年
六
月
八
日 

（
第
三
種
郵
便
物
認
可
）

令
和
七
年
三
月
十
五
日
印
刷
納
本

　

令
和
七
年
三
月
二
十
五
日
発

　行

（
毎
月
一
回
二
十
五
日
発
行
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　第

巻

　
　
　
　

 

　第
四
号

　
　
　

 

　第

号

　
　
　

 

　定
価
四
五
〇
円 

（
送
料
込
）

昭
和
二
十
五
年
六
月
八
日 

（
第
三
種
郵
便
物
認
可
）

令
和
七
年
三
月
十
五
日
印
刷
納
本

　

令
和
七
年
三
月
二
十
五
日
発

　行

（
毎
月
一
回
二
十
五
日
発
行
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　第

巻

　
　
　
　

 

　第
四
号

　
　
　

 

　第

号

七
十
六

七
十
六

九
〇
〇

九
〇
〇

4
 月号

DIC221

　
こ
の
図ず

版は
ん

は
嫦じ

ょ
う

娥が

奔ほ
ん

月げ
つ

図ず

で
す
。
左
端は

し

に
月
、
中ち

ゅ
う

央お
う

に
伝で

ん

説せ
つ

の
女
神
嫦

娥
を
配
し
、
周し

ゅ
う

囲い

に
九
つ
の
星
を
散ち

り
ば
め
、瑞ず

い

雲う
ん

を
め
ぐ
ら
し
て
い
ま
す
。

ま
た
月
の
中
に
は
ヒ
キ
ガ
エ
ル
が
い
ま
す
。

　
日
本
で
は
、
月
で
ウ
サ
ギ
が
も
ち
を
つ
い
て
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

中
国
で
は
ウ
サ
ギ
だ
け
で
な
く
、
カ
エ
ル
・
嫦
娥
な
ど
多た

彩さ
い

な
面
面
が
月
に

い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

表
紙
の
画
像
石

第 900 号記念
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越え
つ

王お
う

句こ
う

踐せ
ん

の
剣け
ん

　

こ
の
剣
は
中
国
の
春し

ゅ
ん
じ
ゅ
う秋
時
代（
紀き

元げ
ん

前ぜ
ん

770
―
紀
元
前
403
年
）の
後こ

う

期き

に
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。
青せ

い

銅ど
う

製せ
い

で
刀と

う

身し
ん

全
体
に
菱ひ

し

形が
た

の
紋も

ん

様よ
う

が
入
っ

て
い
て
ト
ル
コ
石
や
青
水す

い

晶し
ょ
う

が
は
め
こ
ま
れ
て
い
る
と
て
も
美
し
い
剣
で
す
。
刀
身
に
は
「
越
王
句
踐
自
作
用
剣
（
越
王
句
踐
が
自み

ず
か

ら
作
っ

て
用
い
た
剣
）」
の
文
字
が
刻こ

く

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

句
踐
と
は
紀
元
前
５
世
紀
の
は
じ
め
、
当
時
有
力
だ
っ
た
国
の
一
つ
越
の
君
主
で
、
越
は
ラ
イ
バ
ル
の
呉ご

の
国
と
長
年
に
わ
た
っ
て
勝
っ
た

り
負
け
た
り
の
戦た

た
かい

を
く
り
返
し
て
い
ま
し
た
。

　

紀
元
前
494
年
の
戦い

く
さで

は
句
踐
は
呉
王
夫ふ

差さ

に
敗や

ぶ

れ
会か

い

稽け
い

山さ
ん

（
現
在
の
浙せ

っ

江こ
う

省し
ょ
う

紹し
ょ
う

興こ
う

市し

南
部
）
に
追お

い
こ
ま
れ
て
、
呉
の
臣し

ん

下か

に
な
る
こ
と

を
誓ち

か

っ
て
よ
う
や
く
許ゆ

る

さ
れ
ま
し
た
。

　

句
踐
は
そ
の
屈く

つ

辱じ
ょ
く

を
忘わ

す

れ
ぬ
よ
う
に
苦
い
獣け

も
のの
胆き

も

を
嘗な

め
（「
嘗し

ょ
う

胆た
ん

」）、
復ふ

く

讐し
ゅ
う

の
思
い
を
日
日
つ
の
ら
せ
、
そ
の
後
20
年
以
上
も
た
っ
て

か
ら
つ
い
に
呉
と
の
戦
い
に
勝し

ょ
う

利り

し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
屈
辱
を
晴
ら
す
こ
と
を
「
会
稽
の
恥は

じ

を
雪す

す

ぐ
」
と
言
い
ま
す
。�

（
彩
綏
）

古
典
へ
の
招
待

長
さ
55.6
㎝
、
幅
4.6
㎝　

1965
年
湖こ

北ほ
く

省
江こ

う

陵り
ょ
う

望ぼ
う

山ざ
ん

か
ら
出
土

泉はし

歩
道
橋

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

大
使
館

城
山
緑
道

２番出口２番出口

神谷町駅

六本木一丁目駅

坂

桜田通り至
霞
ケ
関

至
麻
布
十
番

至
溜
池
山
王

泉
ガ
ー
デ
ン

タ
ワ
ー

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

大
使
館中

央
改
札
口

中
央
改
札
口

北
改
札
口

北
改
札
口

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

エスカレーター
コンビニ

エスカレーターエスカレーター

アークヒルズ
仙石山テラス

アークヒルズ
仙石山森タワー

書壇院

〒

泉通り

麻

布

台

ヒ

ル

ズ

書
壇
院
案
内
図

◎
東
京
メ
ト
ロ
　�「
神
谷
町
」（
日
比
谷
線
）�

徒
歩
5
分�

「
六
本
木
一丁
目
」（
南
北
線
）�徒
歩
7
分

〜
事
務
局
か
ら
の
お
願
い
〜

　部
数
変
更
に
つ
き
ま
し
て
は
前
月
の
末
日
ま
で
に
書

壇
院
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。連
絡
が
あ
り
ま
せ
ん
と
前
号
の

部
数
で
発
送
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。ご
協
力
の
程
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す

　誌
代
切
れ
に
な
り
ま
す
と  

継
続
の
お
願
い
の
文
書
と

郵
便
払
込
取
扱
票
を
同
封
致
し
ま
す
。

　こ
の
文
書
の
入
っ
て
い
た
方
で
、次
月
号
以
降
ご
継
続

さ
れ
る
場
合
は
払
込
取
扱
票
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の

う
え
ご
送
金
下
さ
い
。

　な
お
契
約
途
中
で
の
解
約
は
、い
か
な
る
理
由
で
も
ご

返
金
致
し
か
ね
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

　本
院
の
事
務
取
扱
い
時
間
は
左
の
通
り
で
す
。お
い

で
の
方
、又
、お
電
話
等
は
時
間
内
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

　午
前
九
時
三
十
分
よ
り
午
後
五
時
ま
で
。

―

日
曜
・
祝
休
日
・
月
曜（
月
曜
が
祝
休
日
の
場
合
は

火
曜
も
休
み
）及
び
年
末
年
始
は
お
休
み
で
す―

<交通＞
分７歩徒りよ口銀座）線北東浜京・線手山（」駅町楽有「RJ

21Ａ）線谷比日・線内ノ丸・線座銀（」駅座銀「ロトメ京東 番出口より徒歩2分
11）線町楽有（」駅目丁１座銀「ロトメ京東

東京メトロ・都営「東銀座駅」（日比谷線・浅草線）A8出口より徒歩1分、A7出口より徒歩3分
番出口より徒歩5分

セントラルミュージアム銀座
紙パルプ会館　5階

午前10時～午後６時
（最終日は午後４時まで）

主　催 公益財団法人 書 壇 院
後　援 全日本書道連盟
 毎日新聞社

東京都中央区銀座３-９-11
03－3546－5855（会期中）

 
書壇院展審査会員新作と書壇院展院友の選抜作品を展示します。
ご高覧ご高評賜りたくご案内申し上げます。　［入場無料］

３月18 日（火）～ 23 日（日）
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1

鑑
賞
作
品

う
た
を
め
し
け
る
︱
高こ

う

野や

切ぎ
れ

第だ
い

三さ
ん

種し
ゅ

　
伝
紀き

の

貫つ
ら

之ゆ
き（

平
安
時
代
）
︱

令
和
七
年

学
生
書
壇
四
月
号 

目
次

古
典
へ
の
招
待
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

表
２

鑑
賞
作
品
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

１

競
　
書
　
課
　
題

毛
筆
部　

競
書
課
題
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

２

硬
筆
部　

競
書
課
題
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

６

第
九
〇
〇
号
記
念
社
中
長
紹
介
…
…
…
…
…
…

８

高
野
切
第
三
種
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

12

特
待
生
紹
介
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

12

第
九
〇
〇
回

　

優
秀
作
品
・
批
評
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
13

　

成
績
発
表
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
20

課
題
予
告
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

28

バ
ー
コ
ー
ド
券
発
行
案
内
…
…
…
…
…
…
…
…

30

出
品
の
し
か
た
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

31

出
品
票
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

32

第
64
回
竹
心
展
案
内
……
…
…
…
…
…
…
…
…

表
３

　
高
野
切
第
三
種
は
、
古こ

今き
ん

和わ

歌か

集し
ゅ
うの
巻か
ん

子す

本ぼ
ん

（
巻ま
き

物も
の

）
の
断だ
ん

簡か
ん

（
切き

れ
端は
し

）
で
、
高こ
う

野や

山さ
ん

に
伝つ
た

わ
っ

た
の
で
そ
の
名
が
付つ

け
ら
れ
ま
し
た
。
平
安
時
代
に
は
和
歌
を
中
心
と
す
る
文ぶ
ん

芸げ
い

が
盛さ
か

ん
に
な
り
、
仮か

名な

文
字
の
優す
ぐ

れ
た
書
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
右
は
「
う
た
を
め
し
け
る
」
と
平ひ

ら

仮が

名な

で
書
か
れ
て
い
ま
す
。
文
字
の
形
、
線
の
美
し
さ
、
ゆ
っ
た

り
と
し
た
お
お
ら
か
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
文
字
と
文
字
が
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
で
、
な
だ
ら
か
で

麗う
る
わし

い
リ
ズ
ム
が
あ
り
ま
す
。
元
は
漢
字
だ
っ
た
な
ん
て
思
え
な
い
く
ら
い
、
略り
ゃ
くさ

れ
つ
つ
格か
く

調ち
ょ
うの

あ

る
姿す

が
たで
す
。
字じ

源げ
ん

（
元
に
な
る
漢
字
）
は
「
宇う

太た

遠を

女め

之し

計け

留る

」
で
す
。
現げ
ん

代だ
い

で
は
、「
歌
を
召め

し
け
る
」

と
書
き
ま
す
。（
天て

ん

皇の
う

が
和
歌
を
作
ら
せ
て
ご
覧ら
ん

に
な
っ
た
と
い
う
意
）�

（
竹
子
）
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2

競 書 課 題（ 4 月 15 日締切）宮
みや

下
した

翠
すい

逕
けい

先 生 書

幼
　
児

小
学
二
年

小
学
一
年

小
学
三
年

毛

筆

部

※
小
学
生
の
級
位
は
硬
筆
部
と
同
じ
で
す
。

※
出
品
の
し
か
た
は
31
頁
を
ご
覧
下
さ
い
。

新学年の課題を書いてください。

02-05_競書課題毛筆_25_04.indd   202-05_競書課題毛筆_25_04.indd   2 2025/03/04   13:14:162025/03/04   13:14:16



3

競 書 課 題（ 4 月 15 日締切）桑
くわ

山
やま

戯
ぎ

魚
ぎょ

先 生 書

小
学
四
年

小
学
六
年

小
学
五
年

中
学
一
年
　
―
行
書
―

新学年の課題を書いてください。

02-05_競書課題毛筆_25_04.indd   302-05_競書課題毛筆_25_04.indd   3 2025/03/04   13:14:162025/03/04   13:14:16



4

競 書 課 題（ 4 月 15 日締切）片
かた

野
の

錦
きん

秋
しゅう

先 生 書

中
学
二
年
　
―
行
書
―

高
　
校
　
―
行
書
―
　

中
学
三
年
　
―
行
書
―

漢
字
　
課
題
説
明

高
校

山
花
開
欲
然

　

山さ
ん

花か

開ひ
ら

い
て
然も

え
ん
と
す

　
　
山
に
は
花
が
咲
き
み
だ
れ
て
い
る
。

　
　
然
は
燃
に
同
じ
。�

新学年の課題を書いてください。

02-05_競書課題毛筆_25_04.indd   402-05_競書課題毛筆_25_04.indd   4 2025/03/04   13:14:162025/03/04   13:14:16



5

斉
さい

藤
とう

厚
あつ

子
こ

先 生 臨

競 書 課 題（ 4 月 15 日締切）

か
な
　
高
校
　
高
野
切
第
三
種
（
12
頁
参
照
）

高
校

や
ま
ぶ
き
の
　
は者

な那

い
ろ
ご
ろ
も
　
ぬ
し
や
た多

れ
　 

と
へ
ど
こ
た多

へ
ず春

　
く
ち
な
し
に尓

し志

て

〔
解
釈
〕

　
山
吹
の
花
の
よ
う
な
黄
色
の
着
物
の
主
は
だ
れ
で
あ
る
か
。
尋
ね
た
が

返
事
が
な
い
。
山
吹
色
は
梔
子
（
く
ち
な
し
）
色
で
も
あ
っ
て
。

　
筆
を
垂
直
に
立
て
て
、
腕
か
ら
動
か
し
て
書
き
ま
し
ょ
う
。
ふ4

か
ら
き4

、

き4

か
ら
の4

に
入
る
時
は
筆
を
一
度
上
げ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

新学年の課題を書いてください。
か
な
　
中
学

酒
さか

井
い

真
ま

波
なみ

先 生 臨星
ほし

野
の

静
しず

代
よ

先 生 臨

か
な
　
課
題
釈
文
・
解
説

中
学

わ
か
く
さ
　
き
ぼ
う

　
わ
・
う
＝
最
後
は
す
う
っ
と
ゆ
っ
く
り
抜
き
ま
す
。

　
さ
＝
二
か
ら
三
筆
目
は
つ
な
が
っ
て
い
る
つ
も
り
で
。

　
き
＝
一
筆
目
と
二
筆
目
は
異
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

02-05_競書課題毛筆_25_04.indd   502-05_競書課題毛筆_25_04.indd   5 2025/03/04   13:14:172025/03/04   13:14:17



6

競 書 課 題（ 4月 15 日締切）根
ね

本
もと

爽
そう

穂
すい

先 生 書

幼　

児

小
学
二
年

小
学
一
年

小
学
三
年

硬

筆

部

※
小
学
生
の
級
位
は
毛
筆
部
と
同
じ
で
す
。

※
え
ん
ぴ
つ
で
書
い
て
下
さ
い
。
出
品
の
し
か
た
は
31
頁
を
ご
覧
下
さ
い
。

※
用
紙
を
コ
ピ
ー
す
る
場
合
は
原
寸
〔
100
％
〕
で
、
紙
の
大
き
さ
は
Ａ
５
版
〔
タ
テ
21.0
㎝
×
ヨ
コ
14.8
㎝
〕
に
な
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。（
Ａ
５
サ
イ
ズ
と
は
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
半
分
で
す
）

新学年の課題を書いてください。

06-07_競書課題硬筆_25_04.indd   606-07_競書課題硬筆_25_04.indd   6 2025/03/04   13:14:432025/03/04   13:14:43



7

競 書 課 題（ 4月 15 日締切）平
へい

口
ぐち

天
てん

空
くう

先 生 書

小
学
四
年

小
学
六
年

小
学
五
年

中
学
・
高
校
（
段
・
級
は
つ
き
ま
せ
ん
）　

―
楷
書
―

（
ボ
ー
ル
ペ
ン
や
サ
イ
ン
ペ
ン
使
用
）学
年
を
入
れ
ま
し
ょ
う（
例　

中
一
・
高
二
）。

新学年の課題を書いてください。
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